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感染状況（全国比較）１．県内の感染状況



感染者発生状況（市町別）

東広島市 福山市

府中町 海田町

三原市

三次市

坂町
55人

尾道市

大竹市
8８人

府中市
99人世羅町

18人

大崎上島町
6人

江田島市
29人

廿日市市

延11,678人（+14）
[7月１９日20時現在]

広島市
7,7８４人

1,0９２人

270人

116人

前日比

117人

350人

52５人

1７２人

【死亡者17８人】

98人

非公表

16人

広島県外

39人

庄原市
95人

熊野町
49人

安芸高田市

22人

新型コロナデータサイト
https://hiroshima.stopcovid19.jp/

北広島町

44人

竹原市
49人

安芸太田町
20人

2

呉市
522人

神石高原町
3人



～ 7月19日(月) の１週間

分科会参考指標 広島市 福山市 広島県
広島県

（３市除く）
ステージⅢ ステージⅣ

療養者数（10万対）（人） 5.1 6.4 4.0 1.2 20人以上 30人以上

新規報告者数（10万対）（人） 4.4 6.0 3.3 0.9 15人以上 25人以上

ＰＣＲ陽性率（７日間）（％） 5.3 1.0 0.2 0.1 ５％以上 10%以上

感染経路不明割合（％） 34.0 50.0 44.7 75.0
病床のひっ迫具合（％）

（確保病床数） 5.6 同左 1/5以上 1/2以上

重症者用病床のひっ迫具合（％）
（確保病床数） 6.9 同左 1/5以上 1/2以上

入院率（％） ‐ 同左 40％以下 25%以下

30 15 54 3

53 28 94 8

※入院率の指標については，療養者数が人口10万人あたり10人以上の場合に適用する

80.0 50％以上

公表日別の県市別分科会参考指標
7月13日(火)

呉市

4.5

2.3

1.3

※３市分のＰＣＲ陽性率には，各市の陽性例で医療機関において検査した結果を含まない

※感染経路不明割合は７日移動平均

※重症者用病床に7/19現在4名。重症者病床は最大58床確保（県全体），現時点で39床確保（県全体）

同右

同右

同右

※県把握情報をもとに作成（後日若干の修正が行われる可能性あり）

※ＰＣＲ陽性率は7/11～7/17の７日間（把握している最新情報）について作成

参考
直近１週間の感染者数（人）

（上段は先週１週間）

6

5 -

3

7月19日20時整理

分科会参考指標
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分科会参考指標 医療のひっ迫具合
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分科会参考指標 医療のひっ迫具合

【用語説明】
確保病床数：その時点におけるフェーズで最終的に確保することとされている病床数。現に稼働し

ている病床数（即応病床数）とは異なる。

入院率：療養者数に占める入院患者の割合。ただし，人口10万人あたりの療養者数が10人未満
の場合は適用しない。



アルファ株 １，０３３人
デルタ株 １０人
解析不能 １４８人
未判明 ７４８人

（７月２０日現在）
合計 １，９３９人

アルファ株 ２６０人
解析不能 ４０人
未判明 ４１人

福山市保健所管内
３４１人

アルファ株 １３２人
デルタ株 ２人
解析不能 １８人
未判明 ４２人

東部保健所管内
１９４人

アルファ株 ４９人
解析不能 ２人
未判明 １９人

北部保健所管内
７０人

アルファ株 ２０５人
デルタ株 ７人
解析不能 ５３人
未判明 ４３５人

広島市保健所管内
７００人

アルファ株 ３８人
デルタ株 １人
解析不能 １０人
未判明 ７３人

呉市保健所管内
１２２人

アルファ株 １３２人
解析不能 ７人
未判明 ７１人

西部東保健所管内
２１０人

アルファ株 ２１７人
解析不能 １８人
未判明 ６７人

西部保健所管内
３０２人

≪管轄保健所別≫

（参考）新型コロナウイルス感染症（変異株）患者の発生状況 【広島県】



デルタ株 １０人
未判明（L452R変異陽性） ９人

（７月２０日現在）
合計 １９人

デルタ株 ７人
未判明（L452R変異陽性） ６人

広島市保健所管内
１３人

呉市保健所管内
１人

≪管轄保健所別≫

西部保健所管内
１人

未判明（L452R変異陽性） １人

デルタ株 １人

東部保健所管内
２人

デルタ株 ２人

福山市保健所管内
２人

未判明（L452R変異陽性） ２人

（参考）県内のＬ452Ｒ変異陽性事例数【広島県】



Ｌ４５２Ｒ変異株ＰＣＲ検査の陽性割合 ※ 広島県では，６月１１日から，原則，全経路について，Ｌ４５２Ｒ変異株PCR検査を実施

広島市
所管分

L452R変異株PCR検査
結果判明日

L452R変異株PCR検査
実施件数①

陽性件数② 陽性率（②/①）

６/１１～６/３０ １０４ ０ ０％

７/１～７/１７ ８６ ６ ７.０％

計 １９０ ６ ３.２％

ゲノム解析結果における変異株の割合

陰性の場合も，
一定数をゲノム解析

県
所管分

ゲノム解析結果判明日 対象検体数③ 確認件数④ 割合（④/③）

６/１５～６/２５ ５１ アルファ株 ５１ １００％

６/２６～７/２０ ４６

アルファ株 ４４ ９５.６％

デルタ株 １ ２.２％

解析不能 １ ２.２％

※ ゲノム解析は県保健環境センターで実施

県
所管分

L452R変異株PCR検査
結果判明日

L452R変異株PCR検査
実施件数①

陽性件数② 陽性率（②/①）

６/１１～６/３０ １３０ ０ ０％

７/１～７/１７ ２４ ２ ８.３％

計 １５４ ２ １.３％
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医療従事者 高齢者（81.6万人）

１回目 120,332人 641,791人 78.7％

２回目 113,717人 397,517人 48.7％

【接種状況】

医療従事者への優先接種 ： 6月末で完了
高齢者（希望者）への接種 ： ７月末で完了見込み

7月13日時点

ワクチン接種の状況２．ワクチン接種の状況



6月 7月 8月 9月 10月 11月

医療従事者
（約１２万人）

高齢者
（約８１．６万人）

対 象

一般（上記以外の者）

（約１６０万人）

接種券
配布

（６～７月）

７月末
完了見込

※ 6月２3日時点

職域・大学
（うち約33.6万人※）

★国は11月末までに全人口分のワクチン
を各自治体に供給予定

★高齢者接種が終わった自治体から順次
64歳以下の方向けの接種に移行

★全体の接種完了は，
11月から12月の見込み

※12歳以上

7/15
現在

６月末
完了

ワクチン接種スケジュール
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接種完了予定



ワクチンにより部分的に状況改善と推測
一方で感染全体のボリュームの改善は見られない

全体的な改善にはまだ時間がかかる 12

感染者数は約１．５倍に増加医療機関等での感染は減少

前回（R2.12～）の感染拡大と今回（Ｒ３．４～）の感染拡大の比較
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本年４月以降の感染拡大を
最後の波としたい
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東京都の感染拡大と大阪府の感染拡大はほぼ同時期から２週間遅れで拡大
大阪府の感染拡大から３週間後に広島県でも感染拡大

他県の感染状況と広島県の関係３．今後の感染拡大について
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東京都，大阪府の感染状況，広島県への人流を基に，
広島県の立ち上がりの予兆をキャッチする指標を設定

※人流：県外を居住地とする広島県への流入人数 :「ヤフー・データソリューション」の居住エリア別の情報による， 各日の本県以外を居住地とする者の推計人数

広島県の立ち上がりの予兆
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県外流入指標（※１）１を早期警戒段階の目安として運用
※１ 東京都の感染状況（※２）×人流（東京→広島）＋大阪府の感染状況（※２）×人流（大阪→広島）

※２ 直近１週間の人口１０万人あたりの新規報告者数

過去の感染拡大においては，県外流入指標が１を超えてから，
概ね３週間後に県独自警戒基準値４（直近１週間人口１０万人対）を超えている

７月14日に当該指標が１を超過し，上昇傾向維持 → 最大限警戒が必要

独自指標を用いた早期警戒→目安値超過（7/14）
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広島市の感染状況４人（※）を警戒段階の目安として運用
※ 直近１週間の人口１０万人あたりの新規報告者数

過去の感染拡大において，広島市の感染状況が４人（直近１週間人口１０万人対）を超えてから，
概ね２～４週間後に県全体で１０人（直近１週間人口１０万人対）を超えている

広島市の状況を活用した警戒→目安値超過（7/17）

７月17日に目安とした値を超過し，上昇傾向維持 → 最大限警戒が必要
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上昇傾向が続くと，８月上旬には，直近１週間の人口１０万人あたりの

新規報告者数が１０人に達する可能性がある

感染拡大の予測
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○陽性者の多くは医療機関検査によって発見されており，医療機関の貢献度は高い

４．医療機関におけるＰＣＲ検査について

医療機関による検査の貢献



○医療機関における検査体制により，多くの感染者を捕捉できているが，
もう一押し検査を徹底できると期待している

20

○R3.6.1～6.30の報告数806名のうち，広島市報告は569名（全体の70.6％に該当）
→広島市の事例に絞ってデータ整理

○当該期間における医療機関検査陽性件数（広島市）：453件

◆上記のうち，風邪症状等を有する者が受診した際，ＰＣＲ検査が実施されず，後日症状が
改善しないため再受診（別の医療機関に受診したケースも含む）し，ＰＣＲ検査が実施され
陽性が判明した事例数：3６例（7.９％）

※ただし，最初の受診と検査実施までの日数が７日よりも離れている事例は含めていない

事例内訳
6/1～6/7：14例
6/8～6/14：13例
6/15～6/21：8例
6/22～6/30：1例

風邪症状等を有する者への検査について



感染拡大初期において重要なこと

検査によって陽性者早期把握を徹底

○積極的疫学調査
感染ルートを追いかけ・囲い込み

○医療機関での検査
早めに疑って検査（全体の７割の発見を担う）

○ＰＣＲセンターでの検査
検査アクセスの向上

21



22

まとめ

○ワクチン接種については，医師会の皆様の御協力のもと，接種を推し進めることができて
いる。供給について当初予定と異なる部分もあるが，年内に多くの県民の接種が完了す
る見込みであり，引き続きの協力をお願いしたい。

○ワクチンの効果も一定程度認められるが，感染のレベルが低く抑えられるようになるに
はまだ時間を要するため，感染拡大防止対策の引き続きの徹底に御協力いただきたい。

○大都市において感染が再拡大しており，これまでのデータに基づくと広島県においても８
月頃に再拡大する可能性が高く，対策が必要と考える。

○特に，ＰＣＲ検査について大きな期待を寄せているため，今一度，検査の徹底に御協力い
ただきたい。

５．まとめ
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これまで強固な連携体制を
構築してきたと認識しており，

引き続き連携を強化して臨みたい


